
 2025年度伊豆市「ふるさと学級」年間事業計画書
６．学習時間 下記のとおり

２．目的 ７．学習施設 伊豆市内外の山・海、施設など

８．学習目標 （✨伊豆っ子宣言✨）

３．実施団体

４．対象

５．開設期間

９．学習プログラム

回 学習名・場所 講　師 学習時間（予定） 負担金額(予定） 備　　　考

開講式 バス利用

仲間づくり研修会 約６時間 2,000円 中伊豆は現地集合・解散

中伊豆社会体育館 10：00～16：00 保険・弁当・熱中症対策代 お弁当注文

バス利用　　　お弁当注文

約７時間 約1,000円 土肥は現地集合・解散

八木沢海岸 ９：00～16：00 弁当・熱中症対策代 昼食代や飲み物・氷代等

約２時間 無料 環境衛生課共催

生きいきプラザ第１・２会議室 ９：00～11：００

バス利用

約２時間 約600円 保護者参加も可能

コマツテクノセンタ １0：00～12：00 弁当・熱中症対策代

東海バス利用

約６時間 無料 お弁当持参

八丁池 10：00～16：00

バス利用

約５時間 約1,000円

伊豆市サテライトオフィス周辺 10：00～15：00 材料費

バス利用

約５時間 約1,000円 保護者参加も可能

またね自然学校 10：00～15：00 材料費 お弁当持参

閉講式 生きプラ　現地集合・解散

マジック鑑賞会 約２時間 講演会・修了証書授与

生きいきプラザ市民文化ホール 未定

※負担金は、概算金額を記載しています。実際の徴収金額は各講座前に改めてご連絡いたします。内訳は昼食代、材料費、熱中症対策等です。

※バス会社より借上げるため、予算の都合で現地集合・解散となる場合がございます。保護者の皆様には送迎にご協力いただきますようお願いいたします。

※年間計画については、あくまでも予定のため、講師の先生、会場等の都合、感染症の状況により実施内容、記載内容が変更になる場合があります。詳細（確定）は各事業前に通知いたします。

なし

7 ２月11日（水）
林業体験（仮） 地元企業との交流を深め、地元の良さを知る。

環境教育を学ぶ。
またね自然学校

8 ３月14日（土）
１年間の学習に対する修了、及び閉講行事。
生涯学習のきっかけづくり及び、文化振興に
対する理解を深める。

奇術師、文学系マジシャン

蓬生（ほうしょう）

5 10月11日（土）
自然観察ハイキング 天城山の自然をガイドの説明を聞きながら

現地で観察する。雄大さや厳しさを体感する。
天城自然ガイドクラブ

6 12月13日（土）

地産地消教室～おいしいは楽しい～

野鳥観察会
地元企業者から生産品について学び特産品を
知るきっかけと、食育につなげる。
身の回りの自然を講師からの座学で学び、
野鳥観察を通じて環境について考える。

㈱サンクソール他
静岡大学教授

2
６月2１日（土）

予備日

６月2８日（土）

カヌー教室 海での活動の注意点等を集団で学ぶ。
海での活動を通して海を大切にする心を育む。

土肥カヌークラブ

4 ８月19日（火）
夏休み期間

働く乗り物見学 地元企業との交流を深め、地元の良さを知る。
働く車を知り、自ら学んでいく力を身に付ける。

コマツテクノセンタ

伊豆市内小学校 ４～６年生  各学年15名程度 　最大４５名

2025年5月～2026年３月　　　　　　　　　　　(土曜を中心に活動する）

童親会

１．事業名 2025年度ふるさと学級

伊豆っ子宣言にも盛り込まれた伊豆市ならではの豊かな自然、文化に触れる場や伊豆市
の特徴的な産業を知る機会を提供することで、伊豆市の良さが伝わる機会とする。参加者
自身が伊豆市を好きになるとともに、人間力を養う。

伊豆市教育部　社会教育課 ・地元の海・山・川など自然を使った体験をし、親しみ、地元の大切さを感じてもらう。
・初めて会う仲間や地元講師との交流を深め、自分や人を大切にし、人間関係を上手に作り上げる能力を身につ
ける。
・受講した子どもたちが「伊豆市のよさ」や「ふるさとを大事にする気持ち」を感じ、歴史や文化を受け継いでもら
う。

予定日 学習目的・内容（案）

1 5月24日（土）
集団行動を身に着け、他校の子ども達との
交流を深める。

3 水生生物を観察することで地域の川の環境を
知る。

狩野川水系水質保全協議会７月26日(土)
夏休み期間

水生生物観察


